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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知って欲しい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。

現役最古の鉄道橋 JR左沢線最上川橋梁
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豊かな川の流れと澄んだ青空、そして歴史ある橋梁（５月撮影）
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今月の主な内容

心をひとつに「あおぞら太鼓」
（１５ページに関連記事）
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